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自己紹介

• 2003年に留学生として来日。

• 2011年3月に大学院博士課程を終了後、東京都新宿区でネパール新聞社の開業。

• 2012年9月から千葉商科大学サービス創造学部で非常勤講師。

• 2012年8月から2018年8月まで新宿区多文化共生まちづくり会議の委員。

• 2013年4月から2020年9月までエベレスト・インターナショナル・スクール・ジャ
パンの理事長に就任。現在は顧問理事

• 2014年4月から創価大学通信教育学部で非常勤講師。

• 2017年から東京都多文化共生推進委員会の委員。

• 2018年7月から日本国際交流センター（JCIE） による「外国人材の受入れに関す
る円卓会議」の発起人。

• 2020年1月から在外ネパール人会日本支部（NRNA）の専門家顧問委員会の委員。

• 2020年3月からCE HUMAN RESOURCES株式会社代表取締役に就任し、外国人材
の紹介やカウンセリングなどに携わる。

• その他、多文化共生とネパールについての講演活動や在日ネパール人コミュニテ
ィの諸活動に参加など。

(参考：www.bhupalman.com) 
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http://www.bhupalman.com/
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ネパールの概要

公式名 ネパール連邦民主共和国（Federal Democratic Republic of Nepal）

国旗

略名 NP

首都 Kathmandu （カトマンズ）

人口 3,054万7,580人 （2022年 世銀）

面積 147,181 平方キロメートル (54,633 平方メートル)

時間帯 GMTより5時間45分早い （日本より3時間15分遅い）

共通語 ネパール語

宗教 ヒンズ教（81.3％）、仏教（9％） イスラム教（4.4％）

通貨 ルピー （1ルピー ＝ 約1.2円）
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ネパールの位置

India

China
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ネパールの地図



• 世界最高峰のエベレスト山（サガルマタ）；8848m

• 世界最低峰の盆地ケチャナ・カラン；70ｍ

• 147,181 平方キロメートル 

• 東～西＝約885キロメートル； 南～北＝約195キロ
メートル 

• 主に3部に分けられている

 北部；ヒマラヤ地域

 中部；丘陵（きゅうりょう）地域 

 南部；タライ地域
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地理的状況



ネパールに何があるの？
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ヒマラヤ
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Mr. Everest (エベレスト山）
8848 ｍ



段々畑
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国立公園

10



お釈迦様の生誕地；Lumbini（ルンビニ）
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Swoyambhu(スォヤンブ）；仏教のお寺
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パスパティナス寺院
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ヒンズー教の最大寺院



Kumari (クマリ）‐生きた女神 
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Patan (パタン）；お寺の町
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多民族国家



ネパールの主食
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ネパールの定番料理：ダル、バート、タルカリ、アチャル



• 教育制度
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教育状況

• ～1年生（幼稚園；Kindergarten)

• 1～8年生（基礎教育；Basic Education）

• 9～12年生(中等教育；Secondary Education）

• 大学、大学院（高等教育；Higher Education)

識字率：約71％（2022年 世銀）



ネパールの最新の経済状況（1）

主要産業 ：農林業、貿易・卸売り業、交通・通信業
GDP ：4兆9,300億ルピー（約408.3億ドル）

一人当たりGDP：161,509ルピー（約1,337ドル）

GDP成長率 ：5.6％
物価上昇率 ：4.1％
外貨準備高 ：約96.6億ドル（2021年、世銀）
総貿易額
（1）輸出 1,411.2億ルピー
（2）輸入 1兆5,398億ルピー
（2020／2021年度、ネパール貿易・輸出促進センター）
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主要貿易品目

（1）輸出：大豆油、糸、ウールカーペット、ジュート製品、
カルダモン等

（2）輸入：石油製品、鉄鋼製品、機械類、車両製品、シリア
ル等

主要貿易相手国

（1）輸出：インド、米国、ドイツ、英国、トルコ

（2）輸入：インド、中国、アルゼンチン、アラブ首長国連邦
、米国

（2021／2022年度、ネパール貿易輸出促進センター）

⚫ 経済構造では、農林水産業がGDPの約23.9％及び就労人口
の64％を占める。
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ネパールの最新の経済状況（2）



ネパールの経済に海外送金

• 近年、若者の海外流出が増加している

（2023年に約77万人）

• GDPの約25％が海外送金から（毎月約
1000億ルピー）
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在日ネパール人について
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在日ネパール人人口の推移

出所：https://www.moj.go.jp/isa/publications/press/13_00036.html
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在日ネパール人人口（在留資格別）

出所：https://www.moj.go.jp/isa/publications/press/13_00036.html
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出所：文科省のホームページ；https://www.mext.go.jp/content/20240524-mext_kotokoku02-000027891.pdf

ネパール人留学生の受け入れ状況



ネパール人留学生の受け入れ状況

• 2033年までに40万人外国人留学生を受け入
れる日本政府の方針

• 日本の日本語学校は現地でマーケティング

• 中国やベトナムなどからの留学生が減少傾
向で、ネパールからは増加傾向

• ネパールの若者の間に日本が人気で、あこ
がれの国。

• 年間約2万人のネパール人留学生が入国
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ネパール人留学生の増加の理由

• 近年、ビザの交付率が高い

• 学費が比較的に安い

• 特別な資格や試験が合格する必要がない

• 出稼ぎの一環として行きやすい
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28出所：入管庁のホームページ；https://www.moj.go.jp/isa/content/001402075.pdf



技能講習・特定技能の受け入れ状況

• ネパール人財についての周知は浅い

• 比較的に受け入れ実績は少ない

• 日本企業がネパール人財に興味を持ち始めて
いる。

• 現地へ訪問する日本企業が増加している

受入れの課題

• 特定技能の試験実施が不十分

• ネパールから送出しのルートが決まっていない

• 仲介業者の不透明な行為
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ありがとうございました！
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Thank You !
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